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Pick Up
今月のイベント

　

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

と
本
町
は「
災
害
時
に
お
け
る
情
報

交
換
に
関
す
る
協
定（
リ
エ
ゾ
ン
協

定
）」を
締
結
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
的
確
か

つ
迅
速
な
災
害
対
応
支
援
を
実
施
す

る
た
め
、
東
北
地
方
整
備
局
か
ら
各

自
治
体
災
害
対
策
本
部
に「
リ
エ
ゾ

ン（
災
害
対
策
現
地
情
報
連
絡
員
）」

を
派
遣
し
、
積
極
的
な
情
報
の
収
集

と
提
供
に
あ
た
る
制
度
。

　

同
局
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
も

東
北
地
方
の
自
治
体
に
Ｔ
Ｅ
Ｃ―

Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
や
災
害
対
策
車
な
ど
の
派

遣
、
情
報
提
供
な
ど
の
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。

　

調
印
式
は
２
月
29
日
、
町
役
場
で

執
り
行
わ
れ
、
町
か
ら
は
前
後
公
町

長
、
東
北
地
方
整
備
局
か
ら
は
熊
谷

順じ
ゅ
ん

子こ

郡
山
国
道
事
務
所
長
が
出
席

し
た
。

　

前
後
町
長
は「
災
害
時
の
対
応
や

復
旧
な
ど
に
お
い
て
、
大
変
心
強
い

協
定
。
互
い
に
連
携
を
取
り
な
が
ら

有
事
に
備
え
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
熊
谷
所
長
が
協
定
の
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
後
、
協
定

書
を
取
り
交
わ
し
た
。

※
Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
。
大
規
模
自
然
災

害
が
発
生
ま
た
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
、
被
災
自
治
体
の
災
害
応
急
対
策（
被

害
状
況
の
調
査
、
被
害
の
拡
大
防
止
）に

技
術
的
な
支
援
を
実
施
す
る
。
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今月の表紙
吾妻小学校入学を控え
た幼稚園・保育所の年
長児と 1 年生の交流会
は 2 月 24 日、同校で
開かれました。朝ごは
んや食事の大切さを伝
える紙芝居を、笑顔で
見つめていた吾妻幼稚
園の阿部悠

は る

翔
か

くん。も
ちろん給食は残さず食
べました。

【撮影日】　2 月 24 日
【撮影場所】　吾妻小学校

【目次】

※

守りたい
未来のために―

地域力を育む
特集
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昨
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分―

、

震
度
６
弱
と
い
う
強
い
揺
れ
が
本
町

を
襲
っ
た
。
町
内
各
地
で
住
宅
、
商

店
や
土
蔵
な
ど
が
損
壊
し
、
道
路
や

上
下
水
道
施
設
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。
停
電
、
断
水
、
通
行
止
め
に

加
え
、
電
話
や
携
帯
電
話
も
通
じ
に

く
く
な
る
な
ど
、
各
地
で
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
。
輸
送
路
が
断

た
れ
た
た
め
流
通
は
停
止
。
燃
料
や

物
資
不
足
も
発
生
す
る
な
ど
生
活
は

混
乱
を
極
め
た
。

　

そ
こ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
だ
っ
た
。
目
に
見
え
な
い
放
射

性
物
質
飛
散
の
恐
怖
は
、
日
本
中
を

震
撼
さ
せ
た
。

　

本
町
で
は
、
沿
岸
部
の
市
町
村
の

よ
う
な
津
波
の
被
害
は
な
か
っ
た
が
、

96
棟
の
建
物
が
全
壊
、
半
壊
・
一
部

損
壊
は
１
３
９
３
棟
に
上
る
な
ど
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
死
者
は
な
く
、

け
が
人
も
１
人
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
、

不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
。
他
の
地
域

と
比
べ
、
空
間
放
射
線
量
が
比
較
的

低
か
っ
た
本
町
に
は
、
町
外
か
ら
避

難
者
が
殺
到
し
、
そ
の
数
は
一
時

３
０
０
０
人
以
上
に
も
上
っ
た
。

　

未
曾
有
の
大
震
災
の
深
刻
な
被
害

は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
毎
日
伝

え
ら
れ
て
い
た
。
広
報
で
お
知
ら
せ

し
た
の
は
、
自
分
た
ち
も
被
災
し
な

が
ら
、
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
何

か
を
し
よ
う
と
い
う
町
民
の
姿
。
震

災
直
後
か
ら
活
動
し
た
消
防
団
、
地

区
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ

た
子
ど
も
た
ち
や
事
業
所
な
ど
、
数

え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。

　

町
民
一
人
一
人
が
真
剣
に
考
え
、

互
い
の
た
め
、
避
難
者
の
た
め
に
行

動
し
た
。
強
さ
と
細
や
か
な
や
さ
し

さ
に
あ
ふ
れ
た
支
援
は
、
行
政
に
は

な
い
力
を
発
揮
し
た
。
そ
れ
こ
そ
が

猪
苗
代
町
民
が
持
つ
住
民
力
。

　

東
日
本
大
震
災
は
不
幸
な
出
来
事

だ
っ
た
が
、
同
時
に
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
や
絆
の
大
切
さ
、
そ
し
て

町
民
が
持
つ
住
民
力
を
再
認
識
す
る

機
会
で
も
あ
っ
た
。

　
「
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
」

互
い
を
思
い
や
っ
た
あ
の
気
持
ち
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。　

2011 年４月号　No.606
地震発生直後から町民の皆さんが活躍した
様子などを伝え、まずは自分の身を守るこ
と、次に地域で協力し合い助け合うことの
大切さなどを訴えた

2011 年５月号　No.607
最も多いときには 3000
人以上が避難していた本
町。避難者と町民の関わ
りなどを紹介するととも
に、私たちにできること
はなんだろうと考えた

2011 年６月号　No.608
信頼していたものが崩れた時、そこからの
復興にも信頼が重要だった。信頼できる正
しい情報がほしい。信頼されるものを作り
続けたい。信頼とは何かについて考えた

2011 年７月号　No.609
いろいろな想いで、人と人とがつながる。
人と人とのつながりには、想像を超える力
がある。そのつながりを育てていけば、や
がて絆が生まれる

2011 年８月号　No.610
子どもたちは、震災で何を感じ、何を考え
たのか、青少年の主張猪苗代大会の発表内
容を抜粋。子どもたちの心の動きや行動か
ら、復興へのヒントを探った

2011 年 10月号    No.612
震災後、本町ではさまざ
まなイベントが開催され
た。それらを通して、自
分たちから積極的に情報
や元気を発信する町民の
姿を紹介した

広報で振り返る東日本大震災

2011 年９月号　No.611
本町に避難しながら、全国制覇を果たした
富岡一中の生徒たち。その頑張りは、両町
民だけでなく、多くの県民を励ました

2011 年 11月号　No.613
町民はどうしたいのか、
行政に何を求めるのかを
町民の皆さんに聞いた

2011 年 12月号　No.614
名君と呼ばれた保科正之公の生涯を紹介。
その能力や人物などから、復興への鍵とな
るヒントなどを探した

2012 年１月号　No.615
震災で見直された人と人
との絆。親と子という最
初の絆の大切さを伝えた

2012 年２月号　No.616
震災後、初めての成人式。復興を担ってい
く新成人に、現在の心境、夢や復興への思
いなどを聞いた

震災後の４月号から、広報猪苗代では
いろいろな角度から震災の特集を組み、
前向きに頑張る町民の姿を紹介してきた。
広報の特集を通して、
震災からの一年を振り返る。

発揮された
　住民力
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と
こ
ろ
だ
。

　

除
染
計
画
か
ら
、
主
な
も
の
を
抜

粋
し
て
お
知
ら
せ
す
る
。

○
除
染
対
象
地
区

　

対
象
は
町
内
全
域
。
環
境
放
射
線

量
の
測
定
結
果
に
よ
っ
て
、
高
い
地

区
を
優
先
的
に
除
染
を
実
施
し
ま
す
。

線
量
の
比
較
的
低
い
地
区
内
で
も
、

公
共
性
の
高
い
場
所
や
通
学
路
な
ど

は
優
先
し
ま
す
。
町
内
全
域
の
除
染

に
は
長
い
期
間
を
要
し
、
行
政
だ
け

で
町
内
全
域
を
除
染
す
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
か
ら
、
行
政
区
な
ど
町
民

の
皆
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い
し
、
一

緒
に
除
染
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。

○
計
画
期
間

　

計
画
期
間
は
28
年
12
月
ま
で
の
約

５
カ
年
間
と
し
、
25
年
12
月
ま
で
の

約
２
カ
年
間
を
重
点
期
間
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

○
除
染
の
目
標

　

最
終
目
標
は
、
推
定
年
間
被

ば
く
線
量
を
年
間
１
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
以
下
に
す
る
こ
と（
国
際

放
射
線
防
護
委
員
会
の
一
般
公

衆
の
線
量
限
度
）
で
す
。
町
内

で
生
産
さ
れ
る
米
、
野
菜
、
果

実
や
牛
肉
な
ど
、
す
べ
て
の
農

畜
産
物
お
よ
び
牧
草
、
木
材
、

き
の
こ
や
山
菜
な
ど
の
林
産
物

に
つ
い
て
、
放
射
性
物
質
の
未

検
出
を
目
指
し
ま
す
。

○
除
染
の
安
全
確
保

　

町
民
が
自
ら
安
全
・
確
実
に

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
質
は
、
今
も
な
お
、
見
え
な

い
災
害
と
し
て
本
町
を
襲
い
続
け
て

い
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
子

ど
も
た
ち
の
身
体
や
農
作
物
へ
の
影

響
、
依
然
と
し
て
続
く
風
評
被
害
を

心
配
す
る
声
が
後
を
絶
た
な
い
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
15
歳
以
下
の

児
童
と
妊
婦
へ
の
個
人
線
量
計
の
配

布
や
各
地
区
区
長
会
へ
の
放
射
線
量

測
定
器
の
貸
し
出
し
な
ど
を
実
施
し

て
不
安
の
解
消
に
努
め
て
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
声

に
耳
を
傾
け
、
除
染
や
放
射
線
量
の

測
定
な
ど
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
や

健
康
を
守
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し

て
い
く
。

除
染
計
画
を
策
定

　

町
内
の
除
染
は
、
本
来
で
あ
れ
ば

国
と
東
京
電
力
が
責
任
を
持
っ
て
取

り
組
む
べ
き
問
題
だ
。
し
か
し
、
な

か
な
か
進
ま
な
い
国
の
除
染
対
策
を

待
っ
て
い
て
は
、
町
民
の
放
射
性
物

質
に
対
す
る
不
安
は
、
一
向
に
解
消

さ
れ
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
町
が
実
施
し
て
き
た
町

内
各
地
の
環
境
放
射
線
量
の
測
定
で
、

一
部
の
地
区
で
比
較
的
線
量
が
高
い

場
所
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

の
た
め
町
で
は
、
町
民
の
不
安
を
解

消
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
除
染
を

実
施
す
る
こ
と
に
決
定
。
除
染
計
画

を
策
定
し
、
春
か
ら
の
除
染
作
業
の

実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る

可
食
部
を
で
き
る
限
り
細
か
く
み
じ

ん
切
り
に
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密

封
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い（
検
査

場
所
で
は
切
る
事
が
で
き
な
い
た

め
）。
井
戸
水
な
ど
の
液
体
は
、
よ

く
洗
浄
し
た
不
用
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

よ
り
正
確
に
検
査
す
る
た
め
に
は
、

１
㍑
の
容
器
を
隙
間
な
く
満
た
す
必

要
が
あ
る
た
め
、
検
査
す
る
食
品
な

ど
は
１
㌔
ま
た
は
１
㍑
程
度
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
冷
凍
し
た
食
品
な

ど
は
解
凍
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
予
約
と
検
査
受
け
付
け

　

検
査
日
と
時
間
は
、
電
話
に
よ
る

完
全
予
約
制
で
す
。
予
約
は
、
１
人

に
つ
き
１
回
１
品
目
ま
で
。
申
し
込

ん
だ
検
査
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
次

回
以
降
の
検
査
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
検
査

　

予
約
し
た
検
査
日
時
に
、
検
査
す

る
食
品
な
ど
を
持
っ
て
ア
グ
リ
い
な

に
来
て
く
だ
さ
い
。検
査
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
（
身
分
証
明
書
な
ど
に

よ
る
本
人
確
認
を
実
施
し
ま
す
）。

○
検
査
結
果

　

検
査
結
果
は
、
検
査
終
了
後
に
検

査
済
の
食
品
な
ど
と
一
緒
に
お
渡
し

し
ま
す
。
検
査
結
果
の
う
ち
、
食
品

な
ど
の
名
称
、
採
取
場
所
、
測
定
年

月
日
や
測
定
結
果
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

○
予
約
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
検
査
実
施
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

ア
グ
リ
い
な
（
旧
福
島
県
農
業
試
験

場
「
冷
害
試
験
地
」）

☎（
85
）７
１
３
７
（
検
査
専
用
）

風
評
被
害
対
策
は

　　

一
昨
年
は
２
０
０
万
人
以
上
の
観

光
客
が
訪
れ
た
本
町
。
し
か
し
震
災

後
、
観
光
客
数
は
激
減
。
一
時
期
、

町
内
か
ら
大
型
バ
ス
の
姿
が
消
え
た
。

　

町
商
工
観
光
課
で
は
、
町
観
光
協

会
な
ど
と
連
携
し
、
首
都
圏
で
の
Ｐ

Ｒ
活
動
な
ど
を
実
施
、
風
評
被
害
の

解
消
に
全
力
を
注
い
だ
。
効
果
は
９

月
ご
ろ
か
ら
出
始
め
、
昨
年
の
観
光

客
数
は
１
４
７
万
人
台
ま
で
回
復
。

観
光
客
数
の
減
少
を
前
年
比
３
割
ま

で
に
抑
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

同
課
で
は
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
県
外
か
ら
の
誘
客

を
図
る
た
め
、
県
外
か
ら
の
宿
泊

者
、
先
着
５
０
０
０
人
に
町
内
で
使

え
る
３
０
０
０
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
券

（
ゆ
き
い
ち
券
）を
配
布
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
。
観
光
客
や

町
内
の
飲
食
店
な
ど
か
ら
も
好
評
を

博
し
て
い
る
。

　

本
町
は
、
放
射
能
災
害
に
は
絶
対

に
屈
し
な
い
。
町
民
の
皆
さ
ん
や
各

種
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん

の
要
望
に
全
力
で
応
え
、
こ
の
苦
境

を
乗
り
越
え
て
い
く
。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

　
「
家
の
畑
で
と
れ
た
野
菜
は
食
べ

ら
れ
る
の
か
」

　
「
キ
ノ
コ
を
も
ら
っ
た
け
ど
、
食

べ
て
も
大
丈
夫
で
す
か
」

　

町
で
は
、
町
民
が
口
に
す
る
食
品

な
ど
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
放
射
能
簡
易
分
析
装
置
を
使
用

し
、
２
月
23
日
か
ら
食
品
な
ど
の
無

料
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施
し

て
い
る
。

○
検
査
対
象

　

自
家
消
費
農
作
物（
家
庭
菜
園
な

ど
）、
山
菜
、
キ
ノ
コ
お
よ
び
そ
の

他
の
自
家
で
消
費
す
る
食
品
や
井
戸

水
な
ど
で
す
。
検
査
が
終
了
し
た
食

品
な
ど
は
返
却
し
ま
す
。

　

出
荷
制
限
お
よ
び
摂
取
制
限
を
受

け
て
い
る
食
品
、
安
全
が
確
認
さ
れ

流
通
し
て
い
る
食
品
、
販
売
目
的
の

食
品
な
ど
は
検
査
の
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

※
土
壌
も
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
持
ち
込
み
方
法

　

検
査
す
る
食
品
な
ど
は
、
自
宅

な
ど
で
洗
浄（
調
理
前
の
状
態
）し
、

●阿部　幸
ゆ き

弘
ひ ろ

さん（荻窪）

自宅の畑で収穫した野菜を持ってきた。
放射性物質は心配だが、自分一人が騒い
でどうなるものでもない。自分の身は自
分で守るしかない。猪苗代にいる以上は
しょうがないと思って検査をしている。
町の対応は、すべてにおいて遅いので、
もっと迅速な対応をしてほしい。

自分一人なら気にしないが、２人の娘や
孫のところに送るので検査を受けている。
検査結果については、何ベクレル以下で
はなく、微量でも数値で表してほしい。
放射能問題全般について、国の対応が
はっきりしていないのが不満だ。私たち
にとっては、命がかかっているのだから。

●渡辺　貞
て い

子
こ

さん
　　  （不動）

原
発
事
故
の
影
響
を
受
け
る
福
島
県
で
は
、

放
射
性
物
質
の
問
題
に
急
い
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

身
体
へ
の
影
響
は
？
農
作
物
へ
の
影
響
は
？

そ
し
て
風
評
被
害
を
ど
う
払
し
ょ
く
す
る
か
。

町
民
や
観
光
客
の
不
安
を
一
刻
も
早
く
解
消
す
る
た
め
、

次
の
一
手
を
打
っ
て
い
く
実
行
力
が

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

前
に
向
か
い
力
強
く
進
ん
で
い
く

求
め
ら
れ
る

実
行
力

除
染
が
で
き
る
よ
う
、
除
染
の
手
法

に
つ
い
て
、
国
・
県
・
専
門
家
の
指

導
を
受
け
な
が
ら「
除
染
マ
ニ
ュ
ア

ル
」を
作
成
し
ま
す
。
今
ま
で
の
放

射
線
量
測
定
値
か
ら
、
短
時
間
の
除

染
作
業
で
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ

う
な
被
ば
く
を
す
る
こ
と
は
無
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
除
染
事
業
者
・
町

民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
作
業
に
従

事
す
る
人
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
除
去
土
壌
な
ど
の
処
理

　

除
染
に
伴
っ
て
発
生
す
る
土
壌
な

ど（
土
壌
、
草
木
、
ご
み
な
ど
。
以
下
、

除
去
土
壌
等
）は
、
町
が
設
置
す
る

仮
置
き
場
に
運
搬
す
る
ま
で
時
間
が

か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
除
染

し
た
場
所
の
敷
地
内
に
仮
置
き
す
る

こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。
町
の
仮
置

き
場
に
仮
置
き
し
た
除
去
土
壌
等
は
、

国
が
予
定
し
て
い
る
中
間
貯
蔵
施
設

が
稼
働
し
だ
い
、
早
急
に
搬
出
す
る

こ
と
と
し
ま
す―

。
な
ど
。

２月 28 日に実施された除染講習会。各行政
区長、PTA 役員や町職員などが出席した。

正確なスクリーニング検査をするためには、
１㌔または１㍑程度の食品などが必要。

Interview
スクリーニング検査を受けて
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日
本
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
１
年
が
経

過
し
た
。

　

震
災
直
後
、
本
町
の
被
災
を
知
り
、

遠
く
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
長
野

県
伊
那
市
を
は
じ
め
と
す
る
各
市
町

村
の
支
援
な
ど
に
は
本
当
に
助
け
ら

れ
た
。
日
本
中
、
世
界
中
か
ら
届
い

た
物
資
、
義
援
金
や
人
的
協
力
な
ど

の
善
意
は
、
私
た
ち
は
一
人
で
は
な

い
と
い
う
証
し
だ
っ
た
。

　

未
曾
有
の
大
災
害
の
最
中
に
、
多

く
の
人
が
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち

の
あ
り
が
た
さ
、
大
切
さ
を
感
じ
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
震
災
で
は
、
被
災
地
で
あ
る

猪
苗
代
に
避
難
者
が
殺
到
し「
被
災

地
が
被
災
地
を
助
け
る
」と
い
う
事

態
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
本
町
で
は
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
町
民
の
活

躍
に
よ
っ
て
、
大
き
な
混
乱
も
起
き

な
か
っ
た
。
町
民
の「
自
分
た
ち
に

で
き
る
範
囲
の
手
伝
い
を
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
は
、
避
難
者
の
心
に

響
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

福
島
第
一
原
発
の
現
状
に
つ
い
て
、

政
府
は
収
束
宣
言
を
出
し
た
。
し
か

し
原
発
事
故
の
影
響
と
い
う
こ
と
で

言
え
ば
、
収
束
を
迎
え
る
ま
で
に
は

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

１
年
が
過
ぎ
た
今
で
も
、
古
里
に
戻

る
こ
と
も
で
き
ず
、
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
福
島

は
、
ま
だ
災
害
の
渦
中
に
あ
る
の
だ
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
復
興
は
、
単
に

建
物
な
ど
を
元
通
り
に
戻
す
こ
と
で

は
な
い
。
震
災
以
前
よ
り
さ
ら
に
素

晴
ら
し
い
猪
苗
代
を
つ
く
る
こ
と
。

さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
福
島
県
を
つ
く

る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ

か
ら
も
沿
岸
部
の
市
町
村
と
内
陸
部

の
市
町
村
が
協
力
し
合
い
、
一
緒
に

福
島
の
復
興
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
。

　

町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
復
興
計
画
を

策
定
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
計
画
の

５
つ
の
目
標
で
あ
る

①
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保

②
地
域
経
済
の
再
興

③
社
会
資
本
基
盤
の
整
備

④
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

⑤
継
続
可
能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入

を
柱
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
取
り

組
み
、
復
興
を
進
め
て
い
く
。

　

今
後
の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

ど
れ
だ
け
町
民
の
意
見
を
反
映
し
、

町
の
実
情
に
沿
っ
た
復
興
策
を
講
じ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か―

。
つ
ま

り
町
民
と
町
が
協
働
で
、
こ
の
町
の

地
域
力
を
高
め
る
よ
う
な
成
果
を
上

げ
ら
れ
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

町
民
だ
け
で
は
難
し
い
、
町
だ
け

で
も
無
理
。
町
の
復
興
の
鍵
は
、
町

民
と
町
が
互
い
に
協
力
し
、
協
働
の

中
で
猪
苗
代
の
地
域
力
を
高
め
て
い

く
こ
と
に
あ
る
。

特
集　

地
域
力
を
育
む　
　

終
わ
り

この町には
素晴らしい住民力がある。
町も努力を続けていく。
しかし震災からの復興は、
町民だけでも、町だけでも
成し遂げることはできない。
皆さんの意見を施策に反映させ、
互いに高めあうことが必要だ
協働で育てていく地域力―。
この町の、福島県の復興には、
それが欠かせない。

今こそ
地域の力を

住民と町が協働でつくる未来へ

3 月 2 日、町内のスーパーの前でアンケートを実施。
●震災後、変わったこと
●現在の生活について思うこと
●復興のため、私たちに何ができると思うか　
●町の施策への希望　　●その他
などについて、店を訪れた人に聞いた。

郡山市は依然として放射線量が高いが、マスク
をしない人や外で遊んでいる子どもが増えた。
原発事故直後の危機感が薄れているのが怖い。
　　　　　　　　　　（郡山市　20 代　女性）

食べ物の安全性に不安を感じる。
　　　　　　　（50 代　男性）

災害時、電話がつながらない時の対応を
家族で話し合い、ツイッターを覚えた。
　　　　　　　　　　　（40 代　女性）

奥さんの実家が猪苗代の農家。風評被害で苦し
む現状を知っている。東京に戻ったら、自分が
福島のアンテナになって安心・安全を発信する。
　　　　　　　　　　（東京都　20 代　男性）

不安があるのは分かるが、放射線量など科学的
な根拠に基づいて判断をしないと、がれきの撤
去は終わらない。どこかで共有しないと復興は
進まない。　　　　　　　　　（50 代　男性）

国に任せていると復興は進まない。県からどん
どん発信し、国には強い態度で臨んでほしい。
　　　　　　　　　　（郡山市　20 代　女性）

風評被害による観光客減で、仕事が変わった。
行政が主体となって、町民と一緒に復興策を進
めていくことが大切だ。
　　　　　　　　　　　　　　（50 代　女性）

震災後、非常持出袋を備えた。
　　　　　　（80 代　女性）

いろいろな意味で、震災前に戻してもらいたい。
復興のためには、日本全体、世のため、人のた
めになることを自発的にやっていけばいい。　
　　　　　　　　　　　　　　（50 代　男性）

復興策は、みんなでやることが大事。じゃない
と遅くなる。ごみの置き場がなければ、自分の
地域に仮置き場を作るしかないだろう。
　　　　　　　　　　（浪江町　70 代　女性）

原発に代わる電力を考えよう。
　（会津若松市　60 代　男性）

県内全域で除染に取り組むべき。
　　　　　　　（70 代　男性）

ガソリン不足を体験し、半分を切った
らガソリンを入れるようになった。
　　　　　　　　　　（50 代　女性）

観光ＰＲは重要だが、原発問題が終息
しないと、効果が上がらないのでは？
　　　　　　　　　　（40 代　女性）

子どもが小さいので、雪が溶けた後の
放射線量が心配だ。
　　　　　　　　　　（30 代　女性）

避難生活をしている人が、雪で困って
いる。町で何とかできないか。
　　　　　　　　　　（30 代　女性）

この状態はいつまで続くのか
今は将来像が見えない。　　
　　　　　　（30 代　女性）

東京電力で修復作業をしてい
る人たちに頑張ってほしい。
　　　　　　（30 代　女性）

非常時にすぐ逃げられるよう
くつを近くに置くようになった。
　　　　　　　（50 代　女性）


